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工絡-

木材は共組織r:1~1 に合有せる水分の減少部ち乾燥に依って収縮を 1*ひ又乾燥せる木材に吸滋せ

しむるときには共組織は膨!医するものであるがも之が{中綿の割合に就ては銃に幾多の資験結果

の報告あるもやド給を起す限界割、 gpち木材水分の繊維飽和黙に就ての試験結果は殆ん Eなく従

て木材の合水率を知るも仲縮割合を計算上容易に且つ正確に算定し得ない不便があるので雨者

の関係を n月かにする1[&本邦主用樹種並輸入材の一部氏付いて木材の水分繊維飽和賠及仲給割合

を測定すると共に叉従来木材の仲結と合有水分量との関係に就て共多くの資験成績は水分。減

少に仲れて起る牧紡割合又は水分の減少による木材強度の鑓化割合は直線的に起るものなりと

云はれをるも一部にあっては曲線的なりと謂はれ、雨者の1m~乙相違あるが故に之が関係を rif1か

にし以て木材の利用上に便せんとするものである。

世，.]'本試験に際し元林業試験場助手松本安夫並現林業試験場助手橋本去二の雨氏主煩すとと少

なからや設に特記して謝意を表するものである。

H 木材の水分繊維飽和鮎の怠義之測定法

本文首題には読者に誤解なからしめんが怨に木材の水分繊維飽和黙としたが以下は之を単IC

木材繊維飽和黙と 11ヂぶとととする。

木材繊維飽和執は H. D. Tiem ann 氏により始めて公表された名稀であって木材中氏合む水

分は或一定の含有量民連したる場合には此黙を限界として強度及牧縮に愛イむを起すととを明か

にしたるもので、此限界黙が木材繊維飽和黙と呼ばれる。部ち生木を乾燥したる場合合水率が

或一定量に減少する迄は木材組織は牧給を伴なはや、共後に於ては水分の減少するに伴れて一

定の牧縮を伴ひ叉乾燥材に吸滋せしめた場合には水分の増加するに伴び木材は膨践して最大に

建し共後は水分量が増加するも膨脹現象は起らない。ヨたIC叉木材の強度は水分が減少するに作

れで増加するものであるが、強度は生材の水分が或一定の合水率に謹ずる迄は殆んC!:'鑓化なく

之より以下の合水率~C於ては水分の減少に作れて強度の鑓化が起るもりである。斯ο如く生材

の水分が減少して牧縮を起す鮎並乾燥材が吸漁して最大膨般に濯する鮪又は水分の減少に伴れ

て強度に務{じが起る黙は何れも同一合水率で此合71<事を木材繊維飽和貼と呼ばれる。之を換言

すれば部ち木材繊維飽和黙を境として之以上の水分部ち木材組機の窓際中に存在して之が増減

は木材の仲縮並強度に鑓化を及段、さどる水分を遊離水と務し繊維飽和黙以下の水分部ち之が増

減は直ちに木材の仲縮及強度に影響を及ぼす可き水分を細胞水と稀せられ、此雨者の直分執が

繊維飽和黙である。 Eえに木材繊維飽和黙の測定方法は木材を乾燥せしめて紙識が牧縮を起す時

に於ける合水率を測定するか、或は乾燥牧給した木材に吸i認せしめて最大膨脹黙に悲したとき
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の合7k率を部IJるか或は合水率の異なる多数の1J肢は寸IC付き木材の限度を測定して強度の務化製i

l亡於ける合水率を測定するかの三方法のr:1:t{íIJれかにイiくるのが普通であるが此他電気を直接木材

に渇し之によって・起る常気配抵抗によって測定する方法もある。

111 試験方法

本試Wf~で、は一樹種rcfずいて上記の電気に依らない仙の三方法又はニ方法を11: JIJ し之が試験方

法は次の如く 2良士行したものである。

( 1) 第一の方法は生材を一定の寸法IC木取りして供試材とし供試材は板金{躍を平均l乙且つ

徐々に水分を減少せしむる危泊風可良ならす~温度の鑓化が少ない室内氏?誌に並べ泣き Dl:試材

と寸法の鑓化を測定し4支給開始時に於ける合水至~~~求めるとととした。

(2) 第二の方法はぐ 1 )と同様なDt.試材を概氏 100 皮の温度に保もった乾燥器仁1-1 1亡入れて無

水に迄乾燥した後絡乾時に於ける京量及寸法を測定し之を低部民水を充たした郁子容器中 l亡縦

に並べ諮問し下方より板が吸滋し得るようにして一週間一向の割合を以て材の盟〔量及寸法を1nIJ

り最大)J彰脹紡 lて建したときの合水準を以て繊維飽和黙とするとととした。

( 3 ) 上記ニ方法に依る1Jl:nit材は i司樹程より板民、及柾仁i 木取り各 3 枚宛計 6 枚を 1 組とし

各j況には強め一定の場所l亡印を ~H じ日?に同一場所を測定するようしたものである o

(4) 第三三の方法は生材より 3 粧の角材を多数木取り泣き此r:1-t J: り持 1] 3 ヶ宛を採り共!LV~給

自i皮と試験i時の合水率を測定し-:c ~hUj[ι縫化思ii と共間ilC於ける合;1G容を求め繊維飽和製IIj を決定

せんとしたものである。

( 5) .L1，J-:-.の三方法~Li去り木材中に合む水分グ〉挺化が組織の {lll紡並に限度の哨減に及ぽす影

響を fWJ り繊維飽和製IIîを確かめんとするものであるo

( 6) 1JI~試材は生木よりカ!~;kj伏態 i己主る期1 l\1 lc於て合水率の異なるものの多敢に付き測定向

3設を多くしたものがlE硲なる数値を得られるととは育をと嬰しないがも試験の者1)合J:fJ!lJ定同数は

強定より減少し従て材を吸滋膨脹せしめた場合前記の辺Hrü と試験方法の関係上木材が最大膨脹

した後に合水き容を測定するとと L なる免合水事aが最大II捌長思iiのときよりも多少高合水率と

なり、又乾燥i投紘試験の場合には前同と共同の測定とのIHJ I亡於て牧総を開始したものと見倣ず

可きであるから此場合には合水率は木材の牧紡開始時よりも幾分少なきものと忠はれるもの

で、之等の諸黒J\を考慮するときには民験設立与を*'岱広三!ミじ正確を依く腐れがあるも j貯の女n き誤

~)I~は之を認めるととl，. LIH31~1r:J.るだけ多数の試験結果の平均を採って繊維飽和史IIi を求めるとと

L した。

( 7 ) 繊維飽和馬ii はヱm論上--'~.Uiでイfる可きものと72、はれるも百験上の挟/';::又は1Jt:~j;t;f:~.IC より

て多少キn建あるものと忠はれるがi肢に本試験にありでは平均1111 を J:)、て繊維飽和史IIjとし史比百!取

*8よI~が示す繊維飽和貼の最大最小値をも!別記するとと L したものである。
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(8) 供試材の測定に際しでは重量及寸法の縫化を出来得るだけ少なくする魚容器より一枚

宛取り出し短時!日Hz::測定するととにした。

IV 試 為
政

口
H
U凡 イオ

( 1 ) 本試験に供した樹極は内地産澗栗本封 30 種、針葉樹 16 穂、南洋材 5 種、朝鮮産澗葉

樹及釘古:~t.賞各 l 種、アメリカ産針葉樹 5 種、計 58 極である。

(2) 各樹極共IH来得るだけ伐採直後の生木より供ijA:;f;寸を木取るとと L したが生材を得られ

なかった樹屈は荒木取り後約一ヶ月間水中に没し置き充分に吸水せしめてから一定の寸法に木

取った。

( 3) 試験材の寸法は乾燥牧縮試験に供したものも乾燥後吸i説、膨脹せしめたものも無扶貼材

より長さを 12 糖、幅をと 7.5 糖、厚さを 0.7 粧に木取りしたが勿論資材の都合上一定寸‘法を木

取り得ないものは之よりも小さくしたものである。

(4) 各樹極共板目を幅としたるもの及柾目を I~高としたるものを各 3 枚宛木取り同一欣態と

して試験したものである。

(5) 強度饗化のiWJÆ!'C供したi武村は生木を三擁立方iて木取り猷結強度を測るとと L した。

V 試験の経過及結果

上述の方法による試験の経、過邸ち生材を乾燥せしめた場合に於ける牧総並乾燥材に吸滋せし

めた場合に於ける膨脹及合水率と強度との院j係に就ての経過は之を全樹産別に記挫するととは

繁維にして徒に手数を要するに過ぎないので此所にはかば、ぷな、あかまっ及すぎの阿樹1廷に

付いての試験のJtJJflfjl:j:f に於ける側定数値を記載するととにするが之が成松は第一夜 (A) 乃至

(D) で、ある。

樹蕗かぱ 第一表 (A) 木材水分の培減と1ft!締及強度との関係

合7k至容と酪縮際力との関係

含水率 I !窓縮限カ合水率

90.04 

79.61 

74.48 

67.54 

58.50 

51.32 

46.35 

31.27 

28.05 

10000 90.72 238 

100.00 83.25 254 

100.00 78.68 249 

100.00 74.65 248 

99.90 67.52 249 

100.00 58.35 250 

99.00 36.54 248 

100.00 28.00 268 

99.08 28.50 10000 25.95 273 
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合氷ヨイさと臨縮隠力との関係

合

21.57 97.73 27.57 99.52 19.50 316 

19.56 96.93 25.94 .99.01 17.74 358 

13.0.1 94.85 22.63 97.92 13.06 434 

10.92 93.63 19.00 9721 610 617 

6.05 92.14 10.40 93 ‘ 75 1.41 771 

。 90.40 。 90A3 。 818 

trE 一議 (B)

樹霞ぶな

合7k~さと際協臨ブJ との関係

合 7J\.卒 区き縮限カ
心しノ L

108.42 99.95 108.42 282 

98.37 99.94 91.38 298 

91.45 99.97 ア440 279 

74.42 100.00 66.15 27ヲ

6604 100.00 40.52 280 

1.5 99.S7 34.10 292 

40.09 9913 25.41 287 

3,1. 32 981ft 26.70 100.00 22.23 298 

25.37 96. らら 2.637 99.59 18.44 328 

22.34 9584 25.53 99.35 16.75 353 

1815 9,1.8,1 24.48 98.72 12.72 396 

15.47 93.38 23.83 98Aら 10.64 427 

12.65 92.52 22.-1:6 97.55 9.50 446 

9.�0 91.30 1982 9ら .67 6.27 609 

7.32 89.93 9.50 91.97 。 801 

。 87 ‘ 10 。 88.03 

ち4ヤ3 議 (C)

関極あかまっ

合7J\.事と限縮問ジj との関係

合水卒 |合 7k キ i 合水本 酪縮 i活力

124.63 

118.50 100.00 118.35 287 

100.54 100.00 100.75 270 

94.33 100.00 94.38 2 (',8 

72.42 100.00 65.74 284 

65.20 10000 50.'10 288 

51.25 lO�.OO '1:'1.52 283 

44.45 100.00 40.43 278 
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合水事と膝縮賠.力との関係

合 合水率 EE 縮限カ
% 

40.50 10000 29.46 296 

29.34 98.94 26.75 304 

2ろ.4 1 98.71 27.30 10000 2-1.51 315 

24.67 98.08 24.65 98.97 18.82 382 

1872 96.15 21.62 97.48 17.67 395 

17.25 95.82 18.37 96.50 13.74 462 

950 91.95 6.95 92 22 8.59 608 

2.23 89.08 。 8948 7.35 673 

。 87.98 5.56 705 

2.24 808 

。 944 

第一表 (D)

樹種すぎ

生材の乾燥に伴ふ牧縮

合水率

100.00 

8207 99.97 

66.02 99.97 

47.45 10000 

22.93 10000 

21.43 99.53 

15.73 97.31 

12 15 9658 

10 00 95.70 

7.32 9-174 

。 9320 

係
一
力

関
一
足
、

の
一
日

と
一
絹

力
一
陸

路
一

{
俗
一

陸
一

〉
」
一

指
一
・
一

合
一

47.55 194 

27.41 196 

23.50 100.00 2127 205 

18 ・ 62 99.00 17.35 218 

10 58 96.79 16.28 229 

。 94.32 15.60 257 

1256 2M 

10 62 283 

7.40 347 

。 480 

上去の数字を比較に便せんが10に之を図示すると第一間(A-)乃至 (D) の如くなる。

以上の試験結果に就いて之を観るに先づ生材を乾燥した場合に於ける水分の減少と、収縮

との関係は、すぎ材の如く合水率が 23% 附近に建ずる迄牧縮現象を伴はでF、共後は水分の減少

と平i~1~亡l附議するものと、ぷな及かばの如く 36 乃五 65% の合水率に於て砿;1てi投縮を始め、

牧縮問始後初期lとをいてはポ分め減少に作ふ牧紡は徐々に進行し合71<寧が 20% p:付近以後は牧

結の都合を:Ll'Ì'し直線的に共現象が進むものである。ヨえに乾燥材に吸j縦長股せしめたものは各樹

種共水分の増加に作れて起る膨脹割合は前者と異なり何れω樹種も最犬膨自主に建ずる迄膨肢は

!司一割合を以て直線的に進行ずる、叉水分と限度との関係は生材を乾燥した場合に於ける牧縮

と fï，J ;j:J~合水率が 30 乃ヨミ 40% 頃より強度に礎化を生じ、共礎化は徐々に進行しも合水率が 13
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乃五 20% 附近に注したる後は水分カ~iJiえ少するに作れてi匂る限度の力11割合は初期よりも多く

之左京JÍH国 lこすれば強度礎化の初期jには曲線とたり後直線を拙くものである。市

tc1まくうての試験結果を比較すればも J15d4rJ[HJ始時の合J1'く寧とも最大IJ抑則INi iL於ける合水車及強度

ι礎化問に於ける合Jk~ちは各樹f:ill::;!存者しく;H:I注し何れの数値を以て繊維飽和思ii とすべきである

かは判断 lこ苦しむものであるが之が相法を生十、る!51囚がやす虎にあるやを考慮すれば本易に三者

の和遣を解決しねられるものである。 Q!1ち 115ーの場合に於ける試験結よ剥Lば、すぎ材にあ

っては 23.5.%，より牧桜花開始しでも牧結は水分の減少に作れて格始時一割合を以て直線的に

ζ 進行し、あかまつj科材司寸4 で‘t甘!はf土土合y水1<く率が 3却0% 以1前諸 Jに乙於て収結が徐々;にこ始まり合水寧 2話6 ，ι4付1% 以後lに

於けるi牧比結は共れiがj

始し 2幻L“.5幻7% 以後lι乙あつて水分のj減}成衣少 J亡寸{件z宇ド以λふ、:"， J牧j段文焔志指粍給ft市;白jは i迫i白3立h市溺お制紘;A!的 lにζ港Jみ失吏 Jに亡ぶぶ、な材材‘で、は合y水1<く率 4特3%

tJ，以yス、ï1Íj l乙牧結を D則合して 18.15% 以後に於て収縮は直線を描いてなる。 斯様に何れの樹極も合水

率が 20% 附近に諮する迄は水分の蒸登記1'l:ふ木材の収縮は曲線となり共後は在記長を描くもの

で牧縮現象がi政紡の全期間を治じて一様ならざるは供試材中の水分の分布iU(態によって相遣す

るものなりと思はれるものであるも @pち本試験強行中に水分の分布欣態を一部の供試材に就き

調在したるに収縮が合水量の多き 11寺花開始しもカ11之収縮現象が水分の減少に伴はつ九徐々なる

もの税占材の外と内部との合水車の主多くも牧紡が柊始m存ぽ同一言IJ合を以て直線的lこ進行

しつ L あるときは水分の分布j伏fi設は比i技IY~~i主であった。此i剖係;こ掠って之を wm.れば供試材は

徐々に乾燥したとは部へ、去部よりの蒸設する水分量が内部より去部lこ移動ずる水分量よりも

多く、表部のみが平く給見して内部より与qg~fこ牧縮を初めたととをな味ずるものである。従

って水分の分布JU(態部ち乾燥程度が材会m~-'i~í~なる場合には11文結は全材が同時に開始せられる

が故fc f1~~rfufJに示ずお!き結果を:m らはすととなく、収縮作HJの ìJilる公明1m を湿して日~tIJ(~単に

あるものと忠はれるものであるも郎ち之を設Iり1ずるものは第ごの試験方法たる乾燥した木材の

外部より徐々に吸滋せしめた場合である。 J1七場合にはfJl:i~~材全部が殆んど同一程度(C7k分を吸

収して水分の分布欣態は殆んど平均を保ちつ L 水分を増加するお吸滋による膨脹現象も前者と

り材全fl豊が平均に行なはれるものでf1~~m:i] (A) 乃五 (D) にあるおi く木材水分のま{!?力11 によ

る膨Jl長は膨}院の全JVJIIJJ を jffi して!司一割合を以て行なはれ共)J抑長;切合を i卦示すると殆んど直線を

描くものである、百IÎ して之等lJQ樹径の故大)J$脱出Iî!こ於ける合水率は J斗ばは 28.5% ぷなが 26.70

%あかまつが 27.30% すぎが 23.50 %である。 以上の関係IC{去り前記の如く木材を乾燥牧

結せしめた場合に於ける政経j割合は水分の深夜が全材-i~~~t亡行なわれたるものと(限定すれば吸

滋の場合ι於けると líD絞牧富市の全JVJllrJを迫じて一様に行なはれるものと日!?ひ得られも従てi民総

!日付合計約ζ於ける合水率は前記より{尽く合水率 20%，前Hli: より約};自己主る Jgl l11 Jの牧縮率を示すffJÍ~

を延長し吏にi改良市現象の起らないmmlJ!亡於けるお延長して雨秘の交叉する緊!Iî を l[支給開始時QfJ

ち繊維飽和馬ii と見倣す四ぺきと芯はれるものである。百ü して之に擦ってi附f(f開始時に於ける合水 j 
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率を求めるときにはかば、が 28.5%、ぷなが 29.0%、あかまつが 27.5%、すぎが 23% 何十近

となり、此数値は前記木材が吸協によっての最大膨脹黒Mz::於ける合水率とぶなを除く他の樹極

は略段、同ーと見倣し符られも従て此馬iiを以て繊維飽和黙と見倣し得るものである。ヨた vZ:: 7k分と

路紡[忠力との試験結果は第一岡 (A) 乃五 (D) に示した如く仰れの樹極にあっても強度の鎚化

は合水率が 25 乃五 40 %附近より起りも水分の減少に伴ふ強度の鎚化割合はかばにあっては

合水率 19.5%より絡乾迄は路給路力は直秘的に同一割合を以て場加し、ぷなにあっては 18.44

.%以後あかまつは 13.74.% 以後又すぎにあっては 10.62.% 以後絶乾迄は各樹極共感縮感カは

水分の減少に反比例して強度は直線的に増加を示し共以前邸ち強度の竣化が起り未だ合水量の

多い期間は水分の減少に伴ふ路縮!患力の増加は前記と割合が異なり之を線闘に描くときは曲線

となるものであって、此期間に於ける強度の鑓化が前記乾燥i段縮に依る試験の場合と同様tJ. 曲

線を描くものとすれば'Í~I~~j:\材中の水分の分布朕態が不平均なるが魚と忠はれるも此所に疑問を

生宇る雲市がある、部ち若し皐に不平均なる水分の分布欣態に依るものとすれば此部分の強度は

合水量が 10% 以下に於ける強度め増加と同一割合を以て強度が増加する答なるに事震は然ら

す官、部ちf院に繊維飽和黙以後は水分の減少に伴れ強度が底秘的に増加するものとすれば強度が

略I'~不畿の時に於ける線と合水率 10% 以下に於ける強度の増加割合を図示せる線を延長して

禰紋の設さなる駄を以て繊維飽和緊iiと見倣し得るも焼くの如くするときには繊維飽和献は著し

く低合水率となり前記ニ方法の試験結果と合致せ守、従て此黙を以て繊維飽和黙とは見倣し得

ないものである。雨して之を更に曲線の部分の内合水率が 12% 前後より 20% 前後の期間に

於ける強度の礎化を観るときは強度の増加割合は 12% 附-近より紹乾迄に至る強度増加と共割

合が異なり之を忠良闘を以て示すときは前記と多少方向を異にする直線を霊くもので此r線を延長

し更に強度礎化の起らないときの強度を哀したお;~とを主主ね合すときには此接合結はかばにあっ

ては 25% ~付近、ぷなは 23% ~:付近、あかまつは 27%、すぎは 23% 附近となり前記二方法に

依るものと柏近似数となれすぎ、あかまつの如きは共差極めて僅かとなるを以て此駄を繊維

飽和黙と見なし得みものである。市して斯の如き数値の廷は共測定方法の誤差l亡基くものにて

資験結果より観れば此方法は前二方法りも正確ならすヘ従て強度と合水率とむ関係のみの一試

験結果を以て織維飽和貼を測定するととは確質性少なきものと忠はれるものである。 1åJ木材合

水率と強度との関係は本試験結果に擦れば合水量の減少に伴なふ強度の増加i割合は合水率が繊

維飽和黙より 10% 附近比五る間と 10.% 間近より絡乾に至る期間とは多少共割合を異にする

と忠はれるもので之と同一現象は乾燥f"(1祭し水分の蒸設速度が繊維飽和措liW，、後絶乾迄の i市民於

てこ様に区分し得るととを資験せしととより WlJ'lれば強度と水分との関係も亦繊維飽和島!i より絶

乾に至る期間に於て強度の越化の割合は全期間を泊じて…様ならす=繊維飽和知より 15 乃五 -10

%~付近迄は強度の鑓化は共後に於ける礎化割合よりも幾分少なく之をお，íH認をか、て現すときは

曲線にあらやして方向を異にするこ線となるものと思はれるものでb るも而して之が係国民就.
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ては木材組織内ι於げる水分を合む部分的ち細胞fJiE又は細胞内部に於ける水分?をに{去り ~fl遣

するものならんと忠はれるも硲Eまならざるを以て本稿!こ於てはJ'jllc繊維飽和知以後に於ける強

度の謎化が水分におし格始同一ならやニ殺になるととのみをたltぺんとするものである。命先に

附示した注結果は百回数少なきをか、て強度の鑓化~.~I'iが明瞭ならや此関係を克に他の材に付

多数の宮!験他によ担合水率と思給路力との閥係を [i品j示せば第二|品1 (A) 乃ヨミ (C) の主n くなる。

第ニ i前1 (A) 

樹主事ー か {ま
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上回に示した如く木材の盟主総底力は織統合包手!時i以後lこ於て合水率が 10 乃至 15% 附近迄の減

少に1*ひ強度は多少徐々托増加しも共後は水分の減少に作れて強度は一時増加が停止し吏紀前

より幾分多き制合を以て強度は増加するものである。従て合水率と強度の鑓化割合は水分に

釣しこつの担敢に営てi絞め得られるものでーツの恒教では訣・プ主多きものと信やるものである。

.Lj，j二の賢!致結果により求め得たる各樹極の所前繊維飽和史I'iは第二去の通りである。

J-.去に記述しプζ如く木材の織*1[;飽和史t'iは樹間に.}:り多少異なるが本邦康j関葉樹材は 23.23 乃

至 30.08%、針葉樹材は 19.7+ 乃五 3 1.26% 月京入市沖材は 22.円乃3-I 26.5-1.%、アメリカ

産輸入針葉樹材は 24.18 乃五 29.25% でゾミ部分)樹陀は 2+--28% の1[1]である。 モヂくに前記fjb
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trs ニ諜

木村繊維飽和姑 木材繊維飽和5:3~
関 極 樹 f:ill 

1にiニ文~ 大 江t=:氏3 司三 均 :1î反" 大 j反宝3 zp:. 均

はるに h 27.09 26.13 26.61 '1)'. l ま 29.07 28.25 2853 

ちだも 26.90 26.85 26.83 ほほのき 27.97 28.11 28.02 

いぬえんじゅ 24.79 24,16 24.40 -t ぎ、 24.45 23.54 24.02 

とすり L> 4幽 2604 24.92 25.60 あかまっ 27.50 27.30 27.40 

く オコ 25.06 25.06 からまっ 26.38 24.79 25.76 

し fヲ 27.58 25.21 26.00 ひめこまつ 26.59 24.45 25.87 

く iJ 27.44 27.40 27.43 えぞまつ 29.39 28.49 28.94 

く i刊の 26.48 25.01 26.04 と どまっ 25.76 24.01 25.02 

ぁヵ、力￥し 26.36 26.18 26.30 ひ ()) き 25.71 23.82 24.56 

しら泊、し 2.'5.53 23.51 24.86 ひ 25.78 2426 25.04 

はんてんぼく 29.92 30.23 30.08 4」4 わ ら 20.18 19.29 19.74 

す吋ずかけ r}) 28.71 28.71 かうやまさ 21.14 1981 20.38 

~トゆh な 27.78 27.78 し、 て よョ 25.66 21.72 25.19 

な ら 27.47 26.99 27.31 つ ヵ: 26.40 25.52 25.96 

またらし 23.97 2298 23.43 か J.(~ 23.88 21.29 22.59 

け“ 24.70 22.18 23.30 しち伊- 23.44 22.68 22.93 

み ﾋ:(" ご 29.90 29.57 29.74 も :J" 29.24 29.24 

ヵ、 ?コ ら 26.73 26.73 o ひ 31.27 31.24 31.26 

はり ぎり 25.00 23.19 24.03 べにまつ 22.91 21.01: 21.88 

しんじゅ 25.33 24.53 25.11 カポ{ル 24.58 24.58 

いたやかへで 28.64 27 ‘60 28.02 フ ν カ ス 23.04 22.13 22.59 

g」T り 23.88 22.15 23.23 レッドラワユ/ 25 ,88 25.88 

2二 ち 25.68 24.79 25.09 タシギ{ル 26.54 26.54 

"J lT 24.54 24 , 27 2.1.45 ホワイトラワユ/ 24 , 71 24.71 

やまざくら 28.57 28.10 28.34 アメリカヒノキ 25.88 25.53 25.71 

< 首~ 2ふ 26.58 25.45 26.09 アメリカヒパ 35.98 25.98 25.98 

ス6 、加一や 28.54 28.29 28.37 アメリカネガ 2948 29.02 29.25 

く /.;J ユ〉 29.74 27.79 28.77 アメリカマツ 25 , 98 25.98 25.98 

し な 29.23 29.23 アメリカスギ 24.92 23.13 24.18 

~ÞA守上り した場合l亡於けるそ子樹胞の木 1::'1 加による金牧縮会IJ合を示すと

りぜある。

tJ1 一一 表

(が) 紹l詑円寺の
担ぜ 手立 |佳 士i包

t反 目 柾 目 長 さ 上b E設

はるにオL [ブヲ j也 109.44 8.02 3.71 0.52 0.467 

やちだも l封~11 f時 62.74 7.82 5.04 0.17 0.627 

いぬえんじゅ 内 生出 66.36 5.09 2.27 0.54 0.506 

とオλ り にラ日・・ !I 90.95 9.08 4.86 0.62 0.540 

く わ " 71.30 9.98 5.36 0 ,49 0.657 

し ほ ち‘ " 132.88 5.78 3.37 0.29 0.403 
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試の験合水開率始時 紹~志のj拡rtq~:!f;s平均 (%) 紹乾時の

樹 種 箆 地
ラ4 板 gJ 柾 日 長 サ 上七 重

< り 内 土出 7609 8.84 4.61 0.34 0.491 

く すのき " 96.50 683 203 0.17 0.443 

あかかし " 49.36 8.37 3.50 0.48 0.764 

しら力ミし " 48.55 9.15 5.48 0.66 0770 

はんてんぼく " 91.45 8.51 6.40 047 0.479 

すずかけのき
1/ 8388 10.56 7.98 0.40 0.657 

ぬ，、、、 な !I 80.67 10.30 4.73 0.39 0.551 

な ら !I 58.06 10.33 5.05 042 0706 

やまならし " 168.16 7.20 4.31 0.28 0.366 

け や 、三ー号 " 7851 5.72 3.43 0.11 0542 

み ず ヨ」ャ " 89.23 8.45 5.01 0.46 0.494 

色、 ぐ〉 ら " 60.99 6.31 4.52 0.21 0425 

はり ぎり If 125.45 5.41 3.96 0.40 0312 

しん じゅ " 72.71 9.63 5.51 0.26 0.676 

いたやかへで " 88.51 8.26 4.47 0.29 0.626 

2、輸号 り " 136.97 6.31 3.16 0.28 0.205 

と ち " 204.51 7.20 450 0.36 0325 

てコ f'f " 67.52 6.98 4.85 0.23 0.706 

やまざくら " 61.72 11.83 5.51 0.649 

< ぬ ギ』 " 59.70 825 495 0.27 0.706 

え .:脚" ザ l' 68.83 10.39 4.63 0.56 0.655 

< る み " 43.49 6.34 4.36 0.34 0.519 

し な " 91.63 8.99 5.71 0.34 0.472 

台、 lま " 46.63 8.59 4.58 0.38 0.589 

ほほのき " 39.38 5.55 3.73 0.14 0.452 

す ぎ " 129.66 5.13 2.64 0.34 0.290 

あかまっ f/ 12463 7.25 3.72 0.32 0.38 

からまつ " 56.80 6.89 4.75 0.78 0.569 

ひめこまつ " 80.96 7.81 3.11 0.68 0.379 

えぞまつ " 92.50 7.47 3.67 0.21 0380 

と どまつ " 101.09 9.13 3.25 0.35 0.344 

ひ (J) き " 105.20 4.87 2.10 0.37 0.312 

ひ lま " 81.34 6.28 3.22 0.36 0.368 

さ わ ら " 111.32 4.43 2.48 0.19 0.247 

かうやまき " 44.88 4.74 2.64 0.24 0.419 

し、 て よ、 1/ 72.86 4.92 3.00 0.39 0561 

つ 7占: !f 82.16 8.31 4.39 0.22 0.468 

か や " 59.60 5.14 2.22 0.56 0437 

ね ず L、- " 86.74 442 2.35 0.24 0.353 

も み " 75.99 5.16 295 0.53 0.357 

十ご つ> ひ " 71.27 7.63 4.52 0.19 0.407 

ぺにまつ 腕 告「 7291 6.30 227 0.19 0399 

カポ - lレ 南 件 53.56 7.22 5.80 0.23 0607 

フ シガス " 46.65 4.82 283 025 0.648 

レッドラワシ /! 44.19 6.94 3.19 0.25 0.596 
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万台双が}jj i 板
紹乾のJJ5(i格帯平均 (ラの 紹乾時J)

t合f 極 箆 主出

目|長f:�l 本正 サ 上七 霊

タソギ{ノレ 南 5 1. ιo 6.89 431 0.26 0610 

ホワイトラワシ !I 61.63 8.37 4.53 0.33 0.559 

アメジカヒノキ 北米合衆国 71 03 5.53 3.13 025 0.138 

アメリ…カヒノζ !f 85.66 6.77 2.46 020 0.&368 

アメリカツガ /1 82.88 8.83 4.67 0.14 0.4505 

アメリカマツ /! 58 向 25 9.18 5.28 0.16 0.528 

アメリカスギ fI 146.47 4.68 1 77 0.27 0251 

上記の11支店í;'子容を比較に仰せんが乙木 LI 別J政給率の多少を共)1開予に!品!示すれば!1} 3 I説 A及 B

の如くなる。

以上第三去に示す女n く木村の乾燥による収納は板日が最大で、柾 Il之民共ぎ長さの方向に於て

も少なく本邦m~n~l葉樹村では板 11 の~支紡平均iiえ少がいぬえんしゅの 5.09%、最大がやまざく

らの 1 1.83% 、;fÆU で"vl :lj走少がくすのきの 2.03%、最大がすやかけのきの 7.983ò、長さでは最

少がけやきの 0.11.%も最大がしらかしの 0.66%、で針葉樹材では板 r~ の牧縮は最少がねやと

の 4.42%、最大がとどまつの 9.13%、柾 I~ の最少はひのきの 2.10%、最大はからまつの

%、長さでは最少ぺにまつ及さわらの 0・ 19 %、最大がからまつの 0.78 %で、 j政紘割合の多い

i昨日与問材でもiÊ l合~~*JÏH寸とプミヂ三のないものがあるもしかし大部分の澗葉樹材は釘1t~樹材よりもヰ支

給割合は大で、各樹磁の木日野IjのII文総書IJ合は板目を 100 とすれば共比は柾目が 50 乃至 60 長さ

が 4 乃至 10 である。

以上の如く木材は級志ffi飽和 I~IIÎ として乾1íÅHc より 1&*4討を作ふものであるから提出上使用

lこ便せんが話各樹訟の木目別に水分 1% の減少にまJずる J政事ØîlJ合を上記215ご‘去の織封印@5f;f1 ~lJIÎ と

第三去の11支給率をか、て主主IHすれば!1}4 去の如くなる。 fな215三去の牧給率は平均11{1である。

第四表

合水事 1 タバ吉り J&縮寄u合μ 合71<.主将 lガ常リ J関柏割合対
樹 種 1主I 種

板 日 布石 自 長 さ J反 自 j在 自 長 '1)‘ 

はるに *L 0.301 0.139 0020 ゐ品い、や な 0371 0170 0014 

ちだも 0291 0.188 0.006 な ら 0.378 0.185 0015 

いぬえんじゅ 0.209 0.093 0.022 やまならし 0307 0.184 0.012 

とねり L同4 0.35ら 0.190 0024 』ナ Jさ、コ 今、、a 0.245 0.147 0.005 

< わ 0398 。.214 0.020 み、 ず 今、ー 0.284 0.168 0.015 

し ほ 、3ルpJV 0.222 0.130 0.011 'iJ ミ て〉 fj 0.236 0.169 0.008 

く ワ 0.322 0.168 0.012 は、り ぎり 0.225 o 165 0.017 

く ずのき 0.262 。β78 0.007 しんじゅ 0.384 0219 0010 

あかかし 0318 0.133 0.018 いたやかへで 0.295 0.160 0.010 

しらかし 0.368 I 0.220 0.027 き り 0.272 0.136 0.012 

…ん出 028310213 0.016 と ち 0.287 

すずかけのき 0.368 I 0.278 0.014 "'J ~'f 0.285 0.198 ー
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合水準 1芦首リ取締割合対 合水率 1% 蛍リ l~縮割合M
樹 F重 関 種

板 自 柾 国 長 サ 板 ぞ! F正 国 長 サ

やまざ、くら 0.417 0.194 0008 し、 -c ふ 0.195 o 119 0015 

く ぬ d、、同t刷 0.316 0.190 0.010 ℃コ 7う: 0320 o 169 0.0:)8 

え Lラ炉-、‘ 0.366 0.163 0020 色、 ふ、b 0228 0.098 0.025 

< 。る み 0.220 0.152 0.012 .-r し，.酬a 0.193 0.102 0.010 

し な 0.308 0.195 0012 も σ「ヲ、 0.176 o 101 0.018 

'IJ、 l:f 0.301 0.161 0.013 ij ひ 0.244 0.145 0006 

ほほのき 0.198 0.133 0.005 べにまつ 0.288 o 104 0009 

す ぎ 0.214 0.110 0014 カポ{ル 0.294 0236 0.009 

あかまっ 0.264 0.136 0.012 フ ゾうT ァ、 C.213 0.12.5 0011 

からまつ 0.267 0.184 0.030 レッドラワソ 0.268 0.123 0.010 

ひめこまつ 0.302 0120 0.026 タ γ ギ { ノレ 0260 o 162 0.010 

えぞまつ 0.258 0.127 0007 ホワイトラワソ 0..139 0.18~ 0.013 

と どまっ 0.365 0.130 。‘ 014 アメリカヒノキ 0215 0.122 0010 

ひ ぴ〉 、ェ一♂、 0.198 0086 0.015 -yメリカヒノミ 0261 0095 0.008 

ひ ぼ 0.251 0.129 0014 アメリカツガ 0.302 0.160 0.005 

さわら 0.224 0.126 0.010 アメリカマツ 0.353 0.203 0006 

かうやまぎ 0.233 0.130 0.012 アメリカスギ、 0.194 0.073 0.011 

第四去は生材を乾燥して起る 11支給割合を水分 1.% 営りの割合に換算したものであるから此去

を以て任意の合水率に於ける牧縮を算!叫するにひのき材vc共一例を探れば合水率 12.% 迄乾燥

したる場合板目は於ける牧出mは幾%なるかを算~Hせんにはうとづひのきの繊維飽和財は 24.56.%

であるから合水率 12% 迄に乾燥すれば 24.56-12.0= 12.56% 邸ち除去した水分 12.56% に釘

し 0.198 を乗ずれば 2.49% が求めんとする合水率 12% に於ける板目の牧給率である。ずくに

乾燥した木材が吸i誌により膨脹した場合の割合を求めるには前者の場合と反到に計算すべきで

あるが一度結乾にしたもの或は幾同も乾燥吸漁を繰り返した木材には快陥現象により多少仲結

割合が生木のi政経j割合に比して減少するものであるから JI支給と同一割合を以て勝目長するものと

は荊ひ得ないものであるが資際的態f1J VL際しては著しき若がない急上去を応用するも

ものと 55ひ得られる。

VI 結論

以上試験の結果に依り下の如く結論し得るものである。

( 1 ) 木材織紋飽和黙は樹種に依り異なり 20% 附近より 3t% の!出で共多くは 24% 乃至

28% 程度である。

(2) 木材の乾燥J段結によって木材繊維飽和黙を測定する場合厚板を使用したものは外部よ

り乾燥する銭外部は繊維飽和製i以下の水分となるも内部は未だそれ以上の水分を合む魚、供試

材会踏の平均合JK事が繊維鈎和史liに建ずる以前上り牧紡を開始されるが，1&(こJlt:場合;こ於ける l段

給開始時に於ける合水率を以て繊維飽和製li とたし得ないが、遊-離水の蒸議後に於て徐々に乾憾
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牧給する場合は水分減少初合にし飽きJ乾燥欣態!亡;遣する諮問一割合を以てlt支給現象を fl~ふが

故民間者の関係を記長問を以て示すときには直線となりも従て此線と収縮開始以前l亡於ける水分

と J政紛の関係を示す記長とを延長して下11~~J~の相重なり合ふ献を以て繊維飽和貼となし得られる。

(3) 木材は共組織内に合む水分が常に一様に器設して部分lとよりての水分分布欣態が平均

なりとすれば収縮は織tW飽手11馬!i を起黒I~ として起るものであるから蒋f疫を供試材として水分の減

少程度を同ーになし得る上う試験を賀行したる場合には牧縮開始黙の合水率を以て繊維飽和黙

と見倣し得る。

( 4 ) 犯で木材水分の減少と校総割合との関係!士一つの直線を以て示すととが!日来る白

( 5 ) 板材等を賢際iこ天然又は人工乾燥する;場合には去四のみが念:激lて斡燥して牧結を始む

る得木材会館としての合水率は未だ多い時に於てj投給を r}r:~始ずるので乾燥の rlt迭に於ては水分

の減少と校総との関係はdb線的に進行ずる。

( 6) 乾燥した木村に吸滋せしめて之に1*，~.ntïnrミによって織部Mr@.:f;n虫li を測定する場合は木材

去四よりに吸i品速度は徐々に行なはれ供試材中に合む水分量vìnrf}~会開授は増カ11ずるをよ立て

したるときの合7k~容を以て織部I~飽手と見倣し符られろ。

( 7 ) 木村合ァjて卒と間結応力との関係!ま級制I~飽手11献を境として之より水分が減少するときに

は強度をま??力nずるものであるから此強度の強化烈iを以てi銀総飽和l鮎となし得る。然し弧!支ι 持?

加割合は前記水分の減少と J政結との関係の如く織部I~飽和I~tli 上り結乾に注する迄i司一前合を以て

J段新j現象をfI~なふ如く繊維飽和史11î を境として絶}浴室内一制合の下l己於て弧!支を増加するにあち

ゃし〆て繊維飽和知より合水率が 13 乃五 15.% 認は共増加!の割合幾分少なく共以後 lこ於て一時

強度の増加がJJ二り克に水分が減少するに作れて強度は共れ以前に於ける場合よりも多き割合を

以て増加するものでも繊維飽和~i，lì .L-j、後に於ける水分の減少と際紛熔力との関係は之をキ~íH品を以

て抗くと方向を多少呉lこした二つの日立総の型を以て去すととがIH来るものである。 1ft:て水分の

減少に1*ふ郎総臨力の増加初合ほこつの恒2設をか、て示し得られるものであるつ

( 8 ) 悲し供試材が一絞1['7k分を合まや-'1部分的に遊離水を合む場合には合水車と結応力

との関係!っ:äÌ1~~的の結果を現すものである。

(円 以上の三方法によって測定した上去の木材繊維飽和知は測定の謀議等lとより多少共他

にj刊誌を生じたものと忠はれるが官際的路市民は接交ないものと忠はれるものである。

(10) 木材の乾燥に作ふオザi別のJ校総は船積或は生育欣態により相還があるも共多くは板自

のi政忠告割合を 10ヨとすれば共比は柾目が 50 乃五 60 長さが 4 乃至 10 である。

(11) 乾i誌に 1*ふ木間別の水分 1% におずる牧忠告書Ij合は1&ff.ruf卒の多少及繊維飽和貼の相遣に

より異なるが繊維飽和を ij~~J.llì として水分 1% の減少にぎJ し内地産j関葉樹材で、は板自の最小

0. 1 98 お・ーλ: O.4ì7% で~ jt多くは 0.22 乃3I 0.3 %でありも柾目は最小が 0.093 %で最大が

0.278% を示しも大部分の樹極は 0. ì3乃五 0.2以下でも長さは最小が 0.005% 最大は 0.027.%



50 

である、又内地産針葉樹材では板自の最小は 0.176 最大が 0.32% で共多くは 0.20 乃至 0.26

%で又柾日の最小は 0.086 最大は 0.1 84，%，で大部分の樹1廷は 0.10 乃至 0.13% 程度で、長さ

は最少が 0.OJ6 最大が 0.03% で之等の内多くは 0.015% 附近である。

(12) 乾燥に件ふ木材の牧縮割合は澗葉樹材が針葉樹材よりも多いが翻案樹中にも針葉樹よ

り牧縮率の少ないものがある。

(13) 木材のi投縮率は同一樹Tillでも産地、生育欣態伐採後の絞過日数等の関係で多少異なる

潟前記のi政給率は紹釘的のものでは無いが大腿のt型車となり得るものであるから乾燥に伴ふJ民

総書IJ合の大館は前記水分 1% 営りの乾燥に伴なふi政縮す=を以て算出し得られる。

(14) 乾燥した木材が吸滋した場合に於ける膨脹は斡燥牧縮の場合と反主l'の現象で水分 1.%

岱りの膨脹割合は乾燥吸泌を繰り返した同数又は乾奴殺の絞過日敢に依り相逮を生するが一度

乾燥した木材は託!と!出現象を件ふので水分 1% の増加にf1~ふ膨脹は水分 1% 減少による牧給制合

よりも幾分少ないが伐J求後特別の底辺!を施さらい材は著しい相違はないから共大踏の数値は前

記水分 1% の減少に到する牧縮率の胞{fF]によって求め符られるものである。
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耐 1::1試験設備 (1昭和元年開始)

j雨~4 ヶ年後テウセ Yアカマツに

渡生したるマツオプジ(下部に

土粒の附活せるは本菌菌新:の袈

育に因って慨栴せられたるに依る)

i南 3 ヶ年後γ ラカパ1，こ渡生したるグログモタケ

減 3 ヶ年後フナに技生したる力ハラタケ

満 4 ヶ年後コニゾマヅに摂生したるマヅオブジ



繍 9 ヶ年総活後に於ける耐桁性大なる各材の扶態にて外側に多少.7)股i朽を見るも内部は殆ど腐朽せず

(イは外側、ロ日!万

イ

イ

ロイ
スギcì南 9 年)

):1 イ

タイワシヒノキ(悶)

1ゴ

p イ Iニ1

p イ

ヒバ(同)

イ

ベコヒ(向 j

irrHVlj'[北大ならざるもの満 6 ヶ年後川氏臨「市計十、内 ìlì 7î-W!.:そ留めず)

テウセ y アカマツ

ロ

tコ




